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性別は男性 223名（56.7％）、女性 170名（43.3％）、年齢は 20歳から 72歳で、平均年齢 34.9歳




（標準偏差 10.1）であった（以降、標準偏差をSDと記述する）。自閉症に関わった年数は 1年から 38
年で、平均 7.3年（SD 6.6）であった。 
 
２．調査期間と調査方法 













































































因子別の平均値は、第1因子4.30（SD 0.48）、第2因子4.13（SD 0.55）、第3因子3.57（SD 0.68）で











表1．自閉症児者への療育支援に対して意識する度合いについての平均値と標準偏差  n=393 
       質問項目                               平 均   標準偏差 
１．行動を促すとき穏やかな態度で指示をすること             4.28        .723 
２．気候に応じた衣服を着る等、適切な温度調整をすること                  4.27        .667 
３．本人の能力が発揮できるよう環境を整え、機会を与えること              4.20        .704 
４．必要な情報をわかるように伝えること                                  4.44        .612 
５．感覚過敏がある場合、身体に触らない等の配慮をすること                3.99        .879 
６．注意の持続が困難な場合、適切な休憩時間を設けること                  4.01        .764 
７．意思決定の支援をすること                                            4.06    .768 
８．働く技能を高めるように支援すること                                  3.51        .892 
９. 行動を促すとき本人が理解できる方法で指示をすること                  4.40        .659 
10．明確で具体的な指示をすること                                        4.36        .705 
11．出来ることを褒めて自信を高めること                                  4.38        .697 
12．活動内容が理解しやすい場所を用意すること                            4.13        .772 
13．質問するときに答えを選択出来る等の配慮をすること                    3.98        .808 
14．作業をするとき、その流れを視覚的に示すこと                          4.07        .757 
15．本人が安定して過ごせる場所を確保すること                            4.36        .708 
16．活動内容が変更になったときは事前に本人に分かるように知らせること    4.30        .701 
17．トラブル時に本人と一緒に解決していける人を確保すること              3.81        .896 
18．スケジュールや手順などを分かりやすく示すこと                        4.23        .709 
19．集団に入れないときに落ち着くことができる場所を確保すること          4.08        .825 
20．おうむ返しや一方的に話す等の特異な会話をする特徴を理解すること      4.25        .778 
21．理解し代弁してくれる人を配置すること                                3.65        .899 
22．行動を促すとき強制をしないこと                                      4.09        .833 
23．冗談が通じず言葉通り理解することを知っておくこと                    4.00        .844 
24. 通学や通勤が困難な者へのガイドヘルパー等による移動支援をすること    3.18        .965 
25．視覚的な指示を使って理解を図ること                                  4.13        .765 
26．不安定になったときに落ち着ける環境を用意すること                    4.30        .738 
27．家族に対する自閉症の理解を促す支援をすること                        3.69        .928 
28．絵や写真等による視覚的な対応をすること                              4.08        .803 
29．パニック時に周囲に迷惑をかけない対策をとること                      4.26        .740 
30．不安定にならないように過度な刺激のない環境を用意すること            4.22        .737 





質問項目                                  第1因子 第2因子 第3因子 
第1因子「理解の拡大の促進」 
９. 行動を促すとき本人が理解できる方法で指示をすること                .787      .081     -.154 
４．必要な情報をわかるように伝えること                                .771     -.011     -.036 
10．明確で具体的な指示をすること                                      .684      .121     -.074 
11．出来ることを褒めて自信を高めること                                .588     -.097      .127 
３．本人の能力が発揮できるよう環境を整え、機会を与えること            .541      .080      .144 
12．活動内容が理解しやすい場所を用意すること                          .515      .002      .277 
16．活動内容が変更になったときは事前に本人に分かるように知らせること  .502      .153      .083 
２．気候に応じた衣服を着る等、適切な温度調整をすること                .497      .162     -.127 
18．スケジュールや手順などを分かりやすく示すこと                      .448      .161      .137 
１．行動を促すとき穏やかな態度で指示をすること                        .430      .219     -.164 
第2因子「情緒の安定の促進」 
26．不安定になったときに落ち着ける環境を用意すること                  .083      .725     -.093  
19．集団に入れないときに落ち着くことができる場所を確保すること       -.202      .659      .204 
30．不安定にならないように過度な刺激のない環境を用意すること          .043      .627      .012 
15．本人が安定して過ごせる場所を確保すること                          .212      .588     -.040 
22．行動を促すとき強制をしないこと                                    .092      .578      .079 
５．感覚過敏がある場合、身体に触らない等の配慮をすること              .128      .573     -.050 
28．絵や写真等による視覚的な対応をすること                            .110      .492      .079 
６．注意の持続が困難な場合、適切な休憩時間を設けること                .119      .454      .148 
25．視覚的な指示を使って理解を図ること                                .259      .445      .027 
23．冗談が通じず言葉通り理解することを知っておくこと                  .114      .404      .078 
第3因子「社会適応の促進」 
24. 通学や通勤が困難な者へのガイドヘルパー等による移動支援をすること -.191      .025      .796 
27．家族に対する自閉症の理解を促す支援すること                       -.043      .092      .652 
21．理解し代弁してくれる人を配置すること                             -.045      .157      .611 
17．トラブル時に本人と一緒に解決していける人を確保すること            .048      .140      .545 
８．働く技能を高めるように支援すること                                .427     -.302      .519 
 
表3 自閉症児者への療育支援に対して意識する度合いについての分散分析の結果 
区  分      平方和      自由度      平均平方      F値    
療育支援      114.397             2           57.199          424.085* 
被調査者       283.297           392 
誤 差        105.743           784             .135 
全 体       503.437          1178 
*p＜.05 
 





                             第2因子「情緒の安定の促進」    第3因子「社会適応の促進」 
第1因子「理解の拡大の促進」        .175*                   .731* 


































ると指摘されている（Scheuermann, & Webber, 2002）12）。日常生活において理解できることが増える
と情緒の安定に繋がる。情緒が安定すると他者との交流を促し、安定した日常生活を営めるようにな
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